
徹底調査：トラック実勢運賃
　トラック実勢運賃は現在「昭和60年タリフ」の基準運賃
の水準にある。3年前の前回調査から相場は大きく上昇した。
10年以上続いた運賃下落のトレンドが今や反転している。
90年の「物流二法」に始まった規制緩和の時代が、つい
に終わりを告げた。　　　　　　　　　　　 （大矢昌浩）

「
東
京
→
大
阪
」
八
万
一
七
一
一
円

　

ト
ラ
ッ
ク
運
賃
が
上
昇
に
転
じ
て
い
る
（
図
１
・
図
２
）。

一
〇
ト
ン
車
を
東
京
か
ら
大
阪
ま
で
貸
し
切
り
で
走
ら
せ
た

時
の
平
均
実
勢
運
賃
は
現
在
八
万
一
七
一
一
円
。
三
年
前

の
七
万
七
六
六
五
円
か
ら
五
・
二
％
値
上
が
り
し
た
。
二
ト

ン
車
や
四
ト
ン
車
を
使
っ
た
近
距
離
の
ル
ー
ト
配
送
で
は
三

年
前
と
比
べ
て
一
割
以
上
も
値
上
が
り
し
た
地
域
が
出
て
き

て
い
る
。

　

特
別
積
み
合
わ
せ
便（
特
積
）も
、昭
和
五
六
年
認
可
運
賃
、

同
五
七
年
と
い
っ
た
極
端
に
安
い
タ
リ
フ
は
ほ
と
ん
ど
姿
を

消
し
た
（
図
３
）。
昭
和
六
〇
年
タ
リ
フ
が
相
場
と
し
て
完

全
に
定
着
し
、
よ
り
新
し
い
平
成
二
年
、
六
年
、
十
一
年
タ

リ
フ
の
利
用
も
今
で
は
珍
し
く
な
く
な
っ
て
い
る
（
タ
リ
フ

を
は
じ
め
ト
ラ
ッ
ク
運
賃
の
基
礎
知
識
に
つ
い
て
は
本
特
集

第
五
部
を
参
照
）。

　

二
〇
〇
八
年
度
は
さ
ら
に
強
含
み
で
推
移
し
そ
う
だ
。
軽

油
の
値
上
が
り
分
を
運
賃
と
は
別
建
て
で
徴
収
す
る
燃
料
サ
ー

チ
ャ
ー
ジ
制
の
導
入
を
行
政
が
強
力
に
進
め
て
い
る
こ
と
に

加
え
、
一
九
九
七
年
以
降
下
落
し
続
け
て
い
た
ド
ラ
イ
バ
ー

の
人
件
費
も
上
昇
す
る
。
連
合
が
三
月
一
四
日
に
ま
と
め
た

二
〇
〇
八
年
春
闘
の
賃
上
げ
一
次
集
計
に
よ
る
と
、
今
年
の

運
輸
産
業
の
一
人
当
た
り
の
賃
上
げ
額
は
五
一
〇
一
円
で
前

年
比
一
三
五
四
円
増
の
大
幅
な
伸
び
と
な
っ
た
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
に
は
拍
車
が
か
か
っ
て
い
る
。
厚
生
労

働
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
運
輸
業
の
「
労
働
者
過
不
足
判
断

Ｄ.

Ｉ.

」（
不
足
と
回
答
し
た
事
業
所
の
割
合
か
ら
過
剰
と
回

答
し
た
事
業
所
の
割
合
を
差
し
引
い
た
値
）
は
、
全
業
種
平

均
の
お
よ
そ
二
倍
の
水
準
に
達
し
て
お
り
、
昨
年
十
一
月
時

点
の
調
査
で
は
、「
不
足
」
の
五
四
に
対
し
て
「
過
剰
」
が

二
と
い
う
極
端
な
人
手
不
足
を
示
し
て
い
る
。

　

と
り
わ
け
大
都
市
圏
は
深
刻
で
「
思
い
切
っ
た
条
件
で
募
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集
を
か
け
て
も
応
募
自
体
が
全
く
な
い
。
燃
料
費
の
高
騰
や

規
制
強
化
に
よ
る
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
を
、
こ
れ
ま
で
は
人
件
費

削
減
で
吸
収
し
て
き
た
が
、肝
心
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
い
な
く
な
っ

て
し
ま
え
ば
商
売
自
体
が
成
り
立
た
な
い
。
運
賃
を
上
げ
る

か
、
そ
れ
と
も
商
売
を
や
め
る
か
と
い
う
二
つ
に
一
つ
を
迫

ら
れ
て
い
る
状
況
だ
」（
都
内
中
堅
運
送
会
社
）。

　

不
採
算
荷
主
に
対
し
て
運
送
会
社
側
か
ら
取
引
の
打
ち

切
り
を
求
め
る
こ
と
も
珍
し
く
な
く
な
っ
て
い
る
。
ラ
イ
バ

ル
の
少
な
い
、
地
方
の
有
力
運
送
会
社
か
ら
は
「
今
春
は

一
〇
％
の
値
上
げ
を
条
件
に
運
賃
交
渉
を
行
っ
て
い
る
。
感

触
は
悪
く
な
い
。
少
な
く
と
も
当
社
で
は
、
昨
年
か
ら
完
全

な
値
上
げ
基
調
に
な
っ
て
い
る
」
と
の
声
も
あ
が
っ
て
い
る
。

カ
サ
イ
経
営
の
実
勢
運
賃
調
査

　

ト
ラ
ッ
ク
運
賃
に
定
価
は
な
い
。
料
金
は
荷
主
と
運
送
会

社
と
の
相
対
の
交
渉
で
決
ま
る
。
そ
の
具
体
的
な
金
額
は
当

事
者
で
な
け
れ
ば
基
本
的
に
は
知
り
得
な
い
。
使
用
す
る
車

両
の
タ
イ
プ
と
輸
送
距
離
が
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
実
際
に
適

用
さ
れ
て
い
る
運
賃
に
は
大
き
な
開
き
が
あ
る
。
荷
物
の
形

状
や
荷
役
作
業
の
軽
重
、
納
品
条
件
、
あ
る
い
は
物
量
の
波

動
や
年
間
の
取
引
金
額
な
ど
に
運
賃
は
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。

　

そ
れ
で
も
相
場
は
あ
る
。
中
長
期
の
ス
パ
ン
で
相
場
の
推

移
を
振
り
返
る
と
、
バ
ブ
ル
崩
壊
か
ら
や
や
遅
れ
て
九
〇
年

代
の
前
半
に
運
賃
は
史
上
最
高
値
を
付
け
た
。
そ
の
後
は

一
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
下
落
し
続
け
て
い
る
。
そ
の
間
に

過
積
載
の
取
り
締
ま
り
や
環
境
規
制
の
強
化
、
軽
油
の
高
騰

な
ど
、
運
送
原
価
の
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
が
相
次
い
だ
が
、
景
気

の
後
退
に
伴
う
物
量
の
低
迷
と
、
運
送
事
業
者
の
増
加
に
よ

る
競
争
激
化
が
相
場
を
押
し
下
げ
た
。

　

こ
う
し
た
ト
レ
ン
ド
は
、
日
本
銀
行
の
「
企
業
向
け
サ
ー

ビ
ス
価
格
指
数
」
や
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
運
送
協
会
の
「
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
の
景
況
感
」
な
ど
の
指
標
で
確
認
で
き
る
。
た
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図3　現在採用している特積み運賃タリフの水準──2002年調査と2008年調査の比較

50

40

30

20

10

0

（％）

（年度）

（年度） （年度）

（年度）

上限
基準
下限

カサイ経営資料より本誌が作成

昭和
60年

昭和
63年

平成
6年

平成
10年

平成
13年

平成
16年

平成
19年

図1　距離制地区別運賃の推移（昭和60年調査=100）
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図2　車種別8時間制運賃の推移（三大都市圏平均）
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